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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 43,08 43,19 +0,11 42,61 +0,58

USD / BRL Spot BRL 2,3640 2,3467 -0,0173 2,3889 -0,0422

USD / JPY Spot JPY 101,84 101,36 -0,48 101,80 -0,44

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 45.444 44.966 -478 48.201 -3.235

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 179,0 180,7 +1,7 186,3 -5,6

Brazil 5yrs Gov. Bond % 12,73 12,77 +0,04 12,97 -0,20

DI Future Apr15（金利先物） % 11,40 11,42 +0,02 11,56 -0,14

3 Months US Dollar Libor % 0,233 0,235 +0,002 0,236 -0,001

CRB Index（国際商品指数） Index 302,7 302,9 +0,2 293,2 +9,7

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

　　マーケットデータ

　　マーケットサマリー

2014年3月17日

Indicator Unit 3月13日

先週金曜日のドルレアルスポット相場は良好な経済指標に引っ張られる形でレアル高となる展開でした。
朝方は１月の経済活動指数が前月比１．２６％増、前年比０．９３％増とそれぞれの市場予想０．９４％増、
０．４０％増を上回ったため、前日比レアル高の２．３５台後半での取引となりました。ウクライナ情勢に関して
米ケリー国務長官とロシアのラブロフ外相が会談したものの対立の打開には至らなかったため２．３６台へ
レアル安に戻す局面もありましたが、良好だった経済活動指数に支えられる形でレアル買いも入ったため、
結局２．３４台後半で引けています。

マーケットはクリミア自治共和国のロシア編入に関する住民投票強行による欧米とロシアの対立や中国の
減速懸念などからリスク回避の地合いが続いています。ウクライナ情勢は不確実な要因も残っており予断を
許しませんが、最終的にはロシアと欧州が密接な経済関係にあることからお互いに不利になる状況へ陥る
可能性は低いと思われます。ブラジル経済にはこのリスク回避の流れが影響を及ぼす可能性もありますが、
最大の貿易パートナーである中国の減速の方が悪影響を及ぼす可能性は高いでしょう。今朝発表された
週次サーベイでは１月の経済指標が良好だったことから今年末の成長率見通しは１．６８％から１．７０％へ
引き上げられましたが、同インフレ見通しは６．０１％から６．１１％へ引き上げられました。中銀は利上げ
打ち止めを視野に入れていますが、引き続き不透明感は燻っています。
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